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産
業
振
興

課
　
　
長
　

貝
田
地
区
等
ほ

場
整
備
事
業
を
契

機
に
、
地
元
で
は
農
業
の
担
い

手
と
し
て
農
事
組
合
法
人
の
設

立
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
組

織
へ
の
補
助
金
で
あ
る
。

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

住
宅
管
理
費
で
消
火

器
設
備
44
万
円
の
支
出
が
あ

る
。
入
居
者
用
の
消
火
器
か
。

建
設
課
長
　

各
入
居
者
の
戸
内
で

は
な
く
、
公
営
住
宅
で

設
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

基
準
に
当
て
は
ま
る
部
分
に
つ

い
て
、
通
路
に
設
置
す
る
消
火

器
の
更
新
で
あ
る
。

問
（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

公
用
車
の
購
入
に
、

２
９
５
万
円
の
支
出
が
あ
る
。

車
種
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

以
前
、
一
般
質
問
で
公
用
車
の

管
理
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
今

回
の
更
新
に
当
た
り
、
車
種
の

検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

総
務

課
長
　

新
し
い
車
は
ワ
ゴ
ン

車
で
、
更
新
前
と
同
等

の
車
種
を
購
入
す
る
。
目
的
、

用
途
な
ど
を
検
討
し
、
決
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
業
務

委
託
料
に
つ
い
て
、
支
出
明
細

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
委
託
金
額
は
納
税

額
が
多
い
ほ
ど
上
が
る
の
か
。

総
務
課
長
　

納
税
額
の
５
割
を
返

礼
品
に
、
送
料
と
業
者

委
託
料
に
そ
れ
ぞ
れ
１
割
支
払

う
。
し
た
が
っ
て
残
り
の
３
割

が
町
の
収
入
と
な
る
。
委
託
金

額
に
つ
い
て
は
、
納
税
額
に
応

じ
て
増
減
す
る
。

問
（
井
砂
善
榮
議
員
）

　

農
業
振
興
費
で
農
業

経
営
力
向
上
支
援
事
業
に
40
万

円
の
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

　

平
成
29
年
度
補
正
予
算
の
う
ち
、
一
般
会
計
（
第
３
号
）
は
１
億

２
６
７
７
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
60
億
５
３
８
６
万
円
と
す

る
こ
と
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

お
も
な
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
返
礼
品
や
業
務
委
託

料
な
ど
の
費
用
２
６
０
０
万
円
や
、
石
母
田
地
区
の
森
林
整
備
の

た
め
の
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
費
１
２
５
２
万
円
な
ど
で
、
そ

の
財
源
は
寄
附
金
や
補
助
金
な
ど
で
ま
か
な
い
ま
す
。

平
成
29
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算

公
用
車
の
更
新
で
車
種

の
検
討
は
さ
れ
た
の
か

ふ
る
さ
と
納
税
額
の

支
出
内
訳
は

農
業
経
営
力
向
上

支
援
事
業
の
内
容
は

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る

事
業
費
な
ど
を
増
額

平成29年度一般会計
補正予算（第３号）の主な内容

【主な事業】
◦ふるさと納税にかかる事業費� 　2600万円
◦石母田地区の森林整備のための事業費� 1252万円
◦町道の維持修繕費� 　513万円
◦町営住宅改修工事の増額分� 500万円
◦土地購入費用� 354万円
◦公用車の購入にかかる費用� 297万円
◦歴史めぐり観光キャンペーン費用� 283万円
◦その他（人件費の整理、集会所の改修補助金など）
� 6878万円
� 計　1億2677万円
【主な財源】
◦ふるさと納税寄附金� 2600万円
◦国・県からの補助金など� 1537万円
◦地方交付税� 　403万円
◦町債（借金）� −974万円
◦その他（前年度繰越金・特別会計繰入など）� 9111万円
� 計　1億2677万

質質

疑疑

町
営
住
宅
の
消
火

器
は
町
負
担
か
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一
般
議
案

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

超
過
勤
務
手
当
に
つ

い
て
、
総
務
費
・
商
工
費
合
わ

せ
て
３
８
８
０
万
円
計
上
さ
れ

て
い
る
。
極
端
に
増
額
さ
れ
た

の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
偏
っ
た

部
署
に
超
過
勤
務
が
多
く
な
る

と
職
員
の
士
気
が
下
が
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
何
か
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

副
町
長
　

当
初
予
算
で
は
、

超
過
勤
務
は
予
算

総
額
の
５
％
以
内
と
す
る
ル
ー

ル
が
あ
る
。
震
災
か
ら
の
復
旧

復
興
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
目
玉

は
町
の
活
性
化
で
あ
る
。
風
評

対
策
や
復
興
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
業
務
の
根
幹
を
担
う
の
が
総

務
費
、
商
工
費
で
あ
り
、
今
後

も
見
通
し
て
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。
全
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も

行
い
、
状
況
把
握
に
努
め
る
な

ど
、
職
員
の
心
の
ケ
ア
も
含
め

万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

補
正
総
額
の
内
、
超

過
勤
務
分
４
０
０
０
万
円
は
本

来
支
払
わ
な
く
て
い
い
金
額
で

あ
る
。
人
件
費
圧
縮
に
は
超
勤

を
削
る
し
か
な
い
。
職
員
の
超

勤
は
町
政
運
営
に
は
避
け
て
通

れ
な
い
が
、
超
勤
を
減
ら
す
手

立
て
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
ま

ち
づ
く
り
会
社
へ
出
向
し
て
い

る
職
員
に
つ
い
て
、
道
の
駅
で

超
勤
し
た
分
を
支
払
う
の
は
お

か
し
い
の
で
は
な
い
か
。
町
と

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
の
関
係
は
。

副
町
長
　

大
震
災
と
原
発

事
故
に
つ
い
て
は

待
っ
た
な
し
の
対
応
を
求
め
ら

れ
、必
死
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

超
勤
縮
減
へ
の
対
応
と
し
て

は
、
各
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

し
て
効
率
化
を
図
る
た
め
、
組

織
の
見
直
し
も
し
て
い
る
。
復

旧
復
興
は
平
成
27
・
28
年
度
が

ピ
ー
ク
と
み
て
い
る
。
今
後
を

見
据
え
て
補
正
を
お
願
い
し
て

い
る
が
、
平
成
28
年
度
の
決
算

額
か
ら
15
％
減
を
目
安
に
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
道
の
駅
と
の
関
係
で

は
、
基
本
的
に
ハ
ー
ド
整
備
は

町
、
運
営
に
関
し
て
は
ま
ち
づ

く
り
会
社
と
し
て
い
る
が
、
派

遣
職
員
分
は
町
で
負
担
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
形
が
望
ま
し

い
か
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

町
長
　

復
旧
復
興
、
ま
ち
づ

く
り
の
ベ
ー
ス
は
職
員

で
あ
る
。
健
康
管
理
に
も
気
を

配
り
、
な
る
べ
く
超
勤
を
減
ら

そ
う
と
い
う
流
れ
は
作
っ
て
い

る
。
大
震
災
か
ら
復
興
創
生
期

間
に
入
り
、
平
成
32
年
度
ま
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
来
る
の

で
、
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た

議
論
は
、
賠
償
請
求
を
す
る
理

由
に
も
な
り
、
今
後
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
う
。人
件
費
、

超
勤
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
縮
減
し
、
町
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

※下記以外の議案は全員賛成で可決されています。

議員名

議案等

議
決
結
果

松
浦　
和
子

村
上　
　
一

井
砂　
善
榮

佐
藤　
定
男

村
上　
正
勝

渡
辺　
勝
弘

松
浦　
常
雄

阿
部　
泰
藏

浅
野　
富
男

八
島　
博
正

認定第１号　平成28年度国見町一般会計
歳入歳出決算認定について

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

〇：賛成　　●：反対　　　　　：討論者
※議長（東海林一樹）は採決に加わらない。

議案審議
結 果

人
件
費
圧
縮
の
た
め
超
過

勤
務
削
減
へ
の
町
の
考
え
は

（
要
旨
）　

Ｃ
Ｄ
─
Ⅰ
型
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
一
式
を
１
７
０
９

万
６
４
０
０
円
で
「
株
式
会
社

モ
リ
タ
仙
台
支
店
（
宮
城
県
）」

よ
り
購
入
す
る
。

（
要
旨
）　

国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

住
宅
用
地
の
土
地
譲
渡
契
約
に

基
づ
き
、
契
約
解
除
違
約
金
の

支
払
い
を
求
め
る
訴
訟
に
お
い

て
和
解
を
す
る
。

【
和
解
条
件
】

◦
町
に
１
７
５
万
６
千
円
を
支

払
う

◦
支
払
い
を
分
割
し
て
行
う

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

一
式
を
購
入

契
約
解
除
違
約
金
に

つ
い
て
の
訴
訟
で
和
解

動
産
の
取
得

和
解
に
つ
い
て

超
過
勤
務
手
当
が

増
加
し
て
い
る
理
由
は


